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燕岳一燕岳を象徴する写真の一枚
正月の午後　大川　淳撮影-

百
名
山
か
ら
外
さ
れ
た
一
名
山

大

川

　

　

淳

百
と
い
う
〝
ワ
ク
〟
が
存
在
し
'
そ
れ
以
上
の
数

が
あ
れ
ば
､
当
然
は
み
出
て
し
ま
う
-
･
･
｡
冷
厳
を

事
実
で
は
あ
る
｡

深
田
久
弥
氏
は
そ
の
山
を
選
択
す
る
に
当
っ
て
､

初
め
の
う
ち
は
'
ど
ん
ど
ん
､
そ
れ
に
入
れ
る
山
､

外
す
山
と
決
め
て
い
っ
た
に
違
い
を
い
｡

と
こ
ろ
が
数
が
百
に
近
づ
-
に
従
っ
て
､
残
り
枠

と
山
数
が
一
致
し
な
い
の
に
気
づ
き
､
ど
-
し
た
も

の
か
と
悩
み
､
作
業
を
一
時
中
断
し
､
も
う
一
度
そ

れ
ぞ
れ
の
山
の
見
直
し
を
始
め
た
-
-
｡

現
代
の
こ
の
社
会
は
効
率
至
上
主
義
で
動
い
て
い

て
'
イ
エ
ス
か
ノ
ー
か
､
オ
ン
か
オ
フ
か
で
判
断
さ

れ
が
ら
で
あ
る
｡
確
か
に
そ
の
方
が
良
い
場
合
も
あ

る
｡

し
か
し
､
イ
エ
ス
で
も
あ
り
へ
　
ノ
ー
で
も
あ
る
よ

う
な
事
や
､
結
果
よ
り
む
し
ろ
途
中
の
経
過
が
重
要

で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
事
も
多
い
｡

特
に
人
間
に
関
す
る
こ
と
や
､
そ
の
個
性
と
い
う

よ
う
な
問
題
は
'
イ
エ
ス
､
ノ
ー
だ
け
で
は
判
断
し

に
く
い
の
が
事
実
で
あ
る
｡

何
か
を
選
択
す
る
と
い
う
こ
と
は
､
当
然
そ
れ
の

た
め
の
基
準
が
あ
り
､
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
判
断
さ

れ

る

-

-

｡

そ
し
て
､
決
定
さ
れ
た
事
柄
に
つ
い
て
は
'
判
断

し
た
側
の
認
識
､
見
識
'
価
値
観
等
が
､
当
然
な
が

ら

反

映

さ

れ

て

し

ま

う

-

-

｡

と
､
ま
あ
こ
ん
な
ふ
う
に
考
え
て
み
る
と
､
煎
岳

と
い
う
山
は
'
深
田
久
弥
氏
が
最
終
的
に
　
〝
宵
〟
　
に

し
ぼ
る
に
当
っ
て
'
ど
う
し
た
も
の
か
と
惑
わ
さ
れ

た
山
々
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
｡

彼
が
ち
ゆ
う
ち
ょ
せ
ず
に
'
そ
の
百
に
入
れ
た
山

は
､
も
ち
ろ
ん
名
山
に
違
い
な
い
､
し

し
か
し
､
そ
れ
に
も
増
し
て
　
〝
深
田
久
弥
氏
を
し

て
'
判
定
す
る
に
当
っ
て
､
悩
ま
せ
た
山
:
-
･
･

と
い
う
こ
の
事
が
示
す
も
の
は
'
深
い
味
わ
い
の

あ
る
､
豊
か
を
個
憶
を
持
っ
た
名
山
で
あ
る
と
'
逆

に
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
｡

こ
の
山
､
燕
岳
は
｡

へ
山
岳
写
真
家
)



第3桶郵便物都子(昭郎昨7月26m　②

? 沸_ ����r�稗苒�凵U＼ー ∴∴∴千 

､- � 劍���"�

i＼菊 i;:_繋&. 倩rﾃｦ�����Z"���犠 駿 勁＼＼､//i ＼く醤' 凵��- ∴千､ 千ヽ一一 -千 重鑑1 刳ﾓ筏3,. i+., 暢錂粐�ｨ+X�ﾂﾂ��

･∴∴ ������剞� 剪�

産事中華ー(~ �� ��/一つ, ㌔/ 剪� �+�+�G�."�2��

;斉÷∴ ー_虚器82墨壷茎 刹ｳ義 ��劔 

ー● 劔 �'_一之ここ 

~離藍の ).､← 

ヽ､ 慶喜1.I,, ∴∴. �ｨ��篋���?�HF����ｨ�ﾈ7r�T｢ﾂ�

薮蒜r,,丸薯 ｣〃㌔㌔速 報臨書容宣託露霊.i 

･亨｢-∴ ∴__.∴ここ.㌔一∴∴∵∴へ∵ _.,,--''%'_光三H,÷藍姦:,¥爵/宅, 

｢聖職の碑｣を歩く会で　　(S63.7.10)

(原作本より)

舵物情と山

い
し
ぶ
み

『
聖
職
の
碑
』
を
読
む
･
歩
く

福

　

与

　

邦

　

夫

諏
訪
市
出
身
の
作
家
､
新
田
次
郎
の
代
表
作
の
一

つ
で
映
画
化
も
さ
れ
た
こ
の
作
品
を
､
最
近
改
め
て

読
み
返
し
た
り
､
同
じ
登
山
コ
ー
ス
を
歩
い
た
り
し

て
み
た
｡

新
田
作
品
は
『
強
力
伝
』
　
『
孤
高
の
人
』
　
『
槍
ヶ

岳
開
山
播
隆
上
人
』
　
『
八
甲
田
山
』
を
始
め
登
山
に

レ
J
と

関
す
る
も
の
が
多
く
､
ひ
ま
を
み
て
は
よ
-
縄
く
｡

以
下
に
『
聖
職
の
碑
』
　
に
関
す
る
所
感
な
ど
綴
っ

て
み
た
い
｡

碑

-
､
題
名
に
つ
い
て

｢
聖
職
｣
と
は
､
神
聖
を
職
業
､
仕
事
の
意
｡
一

般
に
は
キ
リ
ス
ト
教
で
の
宣
教
師
そ
の
他
の
職
を
い

う
が
､
こ
こ
で
は
教
職
､
教
師
を
指
す
｡

フ
ラ
ス

｢
碑
｣
は
石
+
文
で
石
碑
､
即
ち
石
に
刻
ま
れ
た

文
字
､
文
章
｡
こ
こ
で
は
後
に
述
べ
る
碑
文
を
指
し

て
い
る
｡

従
っ
て
､
｢
聖
職
の
碑
｣
と
は
尊
い
職
業
で
あ
る

教
職
に
あ
る
者
が
､
己
れ
の
信
念
､
決
意
を
後
世
に

伝
え
る
べ
-
石
に
刻
み
込
ん
だ
文
字
､
文
章
と
い
う

こ
と
に
在
ろ
う
｡
作
者
の
願
い
の
こ
も
っ
た
巧
み
を

命
名
の
題
だ
と
思
う
｡

2
､
碑
文
に
つ
い
て

｢
碑
｣
は
中
央
ア
ル
プ
ス
宝
剣
岳
～
将
基
頭
山
間

の
縦
走
路
沿
い
の
､
大
き
な
花
崗
岩
の
自
然
石
(
高

さ
五
品
位
)
　
に
筆
太
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
｡

四
季
､
い
つ
も
花
束
が
捧
げ
ら
れ
'
碑
文
に
見
入

っ
た
り
参
拝
し
た
り
す
る
登
山
者
の
姿
を
よ
-
兄
か

共
橙
者

堀

　

　

峯

有
賀
邦
美

古
屋
時
松

平
井
　
実

唐
沢
圭
吾
　
　
小
平
芳
造

北
川
秀
吉
　
　
唐
沢
武
男

有
賀
基
広
　
　
有
賀
直
治

大
正
二
年
十
月
一
日

上
伊
那
郡
教
育
会

銘
深
い
作
品
で
あ
る
｡

3
､
修
学
旅
行
室
山
の
発
韓
(
背
景
)

み
の
h

念
け
る
｡
建
立
以
来
八
十
年
近
い
歳
月
が
流
れ
て
い
る

請離
の
で
や
や
読
み
に
く
い
文
字
も
あ
る
が
､
次
の
よ
う

本
来
な
ら
は
､
当
然
遭
難
慰
霊
碑
の
は
ず
が
な
ぜ

難
記
念
碑
な
の
か
｡
ま
た
遭
難
者
で
な
く
ど
う
し

に
は
っ
き
り
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
｡

遭
難
記
念
碑
な
の
ふ

さ

.

+

.

フ

え

い

し

ゃ

　

　

　

　

た

ふ

て
異
能
者
(
共
に
幾
れ
遜
っ
た
人
)
な
の
か
｡
そ
し
て

大
正
二
年
八
月
二
十
六
日
事
実
翰
尋
常
高
等

小
学
校
長
赤
羽
長
重
君
は
､
修
学
旅
行
の
た
め

児
童
を
引
率
し
て
登
山
し
､
翌
二
十
七
日
暴
風

雨
に
遭
っ
て
終
に
死
す
｡

遭

　

難

　

記

　

念

　

碑

こ
の
よ
う
を
碑
を
誰
が
中
心
に
な
っ
て
建
て
た
の
か

-
｡
山
の
稜
線
に
建
て
ら
れ
た
､
死
者
の
霊
を
慰
め

る
よ
う
を
言
葉
が
一
切
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
の
｢
碑

の
ナ
ゾ
｣
を
解
-
べ
-
､
当
時
の
教
育
界
の
様
子
も

*
L
-
>
-

織
り
込
み
な
が
ら
物
語
は
劇
的
に
展
開
し
て
い
-
｡

作
者
が
長
年
月
を
か
け
て
史
実
を
丹
念
に
調
べ
て

歩
き
書
き
上
げ
た
力
作
だ
け
に
､
何
回
読
ん
で
も
感

時
は
大
正
の
初
め
｡
舞
台
は
上
伊
那
郡
箕
輪
町
の

中
箕
輪
尋
常
高
等
小
学
校
(
今
の
中
学
校
に
当
る
｡

現
在
は
中
部
小
学
校
に
な
っ
て
い
る
)
｡

{
身
し
げ

同
校
は
赤
羽
長
重
校
長
　
(
四
十
三
歳
)
　
以
下
職
員

が
2
6
名
｡

当
時
､
長
野
県
に
は
白
樺
派
教
育
の
新
し
い
流
れ

が
起
こ
り
､
同
校
も
若
手
教
師
を
中
心
に
賛
同
者
が

多
く
､
赤
羽
校
長
を
中
心
と
し
た
実
践
主
義
教
育
と

し
ば
し
ば
対
立
す
る
｡

高
い
理
想
･
夢
を
掲
げ
､
人
間
尊
重
･
至
愛
の
精

神
を
育
成
し
よ
う
と
す
る
新
し
い
考
え
と
､
生
来
は

正
し
-
も
強
く
も
を
い
は
ず
の
児
童
に
体
験
の
場
を

与
え
て
鍛
練
し
､
困
難
に
打
ち
克
つ
人
間
を
作
ろ
う

と
す
る
考
え
と
が
､
駒
ヶ
岳
の
実
施
の
是
非
を
め
ぐ

る
話
し
合
い
で
も
さ
び
し
く
対
立
し
た
｡
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碑の傍に立っている説明板
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館物情ど山259889一
関

遺
難
語
念
鶴
膏
の
蟄

○

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

●

奉
告
違
令
三
夫
皇
軍
雷
電
牽
き
8
6
癖
電
t

奉
書
十
着
瞥
愛
宕
亀
の
書
誌
筆
垂
S
t
峯

.
鎖
小
農
定
義
し
玉
食
寒
心
と
)
た
鎌
手
聖
二
J
m

･
誓
､
生
害
つ
い
て
下
達
は
じ
め
鶉
ノ
空
運
.
帝
培

善
‥
雰
誓
一
-
寿
こ
し
蛋
言
方
8
:
,
-
婆
を
習
重
･
 
J
r

二
名
が
資
録
j
t
L
･
･
～
逃
場
強
暴
渇
上
絵
二
挫
暮
雪

毒
(
あ
り
一
希
罵
.
･
･
害
浮
架
〉

空
々
も
憲
法
雲
雀
空
　
室
琵
凄
遥
…
‡

薫
壱
合
意
第
品
箕
湊
で
蛍
雪
･
･
･
 
)
J
N
.
&
･
墨

筆

苔

農

畜

等

大

雪

,

な

薄

霞

布

津

飯

豊

声

望

重
要
事
蜜
鵜
高
架
の
墨
と
…
苓
こ
れ
(
･
r
i
t
要
素
で
ノ
｣

誌
y
母
急
ぎ
は
･
"
登
罫
鴫
こ
し
急
募
を
-
L
t
'

襲
し
た
)

､
●

雷
群
峰
よ
っ
e

導
,
r
あ
道
東
･
f
r
叢
O
B
}
こ
)
で
賞
賛
ま
　
!

化
さ
れ
t
L
r

｢
体
験
が
人
間
を
作
る
基
礎
に
な
る
｣
と
考
え
､

郷
土
の
山
に
実
践
･
体
験
の
場
を
求
め
'
子
ど
も
た

ち
に
素
晴
ら
し
い
体
験
を
与
え
た
い
と
強
く
願
う
同

校
長
は
､
職
員
会
の
席
上
で
｢
私
は
校
長
と
し
て
今

年
も
予
定
通
り
実
行
す
る
こ
と
を
諸
君
に
告
げ
る
｣

と
宣
言
す
る
｡

十
四
､
十
五
歳
の
子
ど
も
た
ち
を
高
山
へ
連
れ
て

い
く
こ
と
の
不
安
､
困
難
を
十
分
承
知
の
上
で
､
最

終
的
に
は
校
長
自
身
の
責
任
に
お
い
て
実
施
し
て
い

く
こ
と
に
在
る
｡

参
加
は
す
べ
て
希
望
制
で
､
高
等
科
男
子
2
5
名
(
4
2

名
車
｢
地
元
青
年
会
員
9
名
､
引
率
教
諭
3
名
の

計
3
7
名
｡

こ
の
う
ち
結
局
､
男
子
生
徒
9
名
､
青
年
会
員
-

名
と
赤
羽
校
長
の
計
目
名
が
不
婦
の
客
と
在
っ
て
し

ま
う
大
悲
劇
が
待
っ
て
い
よ
う
と
は
､
何
人
も
予
測

し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡

4
､
当
日
の
行
動
概
要

●
八
月
二
十
六
日

学
校
集
合
(
四
･
〇
〇
)
-
同
発
(
五
･
三
〇
)

-
南
箕
輪
村
大
泉
(
七
･
〇
〇
)
-
伊
那
市
外
の
内

ノ
諜
(
登
山
口
､
一
〇
･
〇
〇
)
　
(
※
こ
こ
ま
で
す

で
に
1
 
6
血
へ
5
時
間
歩
い
て
い
る
)
-
同
発
(
一
〇

･
三
〇
)
-
胸
突
八
丁
-
稜
線
(
十
五
･
〇
〇
)
-

濃
ケ
池
-
伊
那
小
屋
跡
(
十
七
･
三
〇
頃
)
｡

(
※
伊
那
小
屋
は
現
在
の
宝
剣
山
荘
付
近
に
あ
っ

た
四
･
五
坪
程
の
山
小
屋
だ
が
､
暴
風
雨
か
焼
失
か

の
た
め
飛
ば
さ
れ
て
い
て
､
形
骸
だ
け
で
あ
っ
た
)

-
急
造
の
屋
根
作
り
(
修
理
)
(
十
八
･
三
〇
頃
)

(
※
暴
風
雨
の
中
､
3
7
人
が
寒
さ
に
震
え
て
狭
い

小
屋
内
で
一
夜
を
過
ご
す
｡
夜
半
に
一
名
死
亡
'
騒

乱
状
態
と
な
る
)

●
八
月
二
十
七
日

夜
明
け
(
四
･
〇
〇
頃
)
-
皆
'
全
身
が
濡
れ
､

疲
労
が
激
し
い
｡
凍
死
の
危
険
が
迫
る
｡
普
段
な
ら

一
時
間
弱
で
行
け
る
木
曽
小
屋
へ
も
猛
烈
を
風
雨
の

た
め
行
く
能
わ
ず
､
や
む
左
-
昨
日
来
た
道
を
引
き

返
す
こ
と
に
す
る
｡

稜
線
を
歩
-
中
､
隊
は
三
々
五
々
と
な
り
犠
牲
者

が
相
次
い
で
出
る
｡

-
樹
林
話
者
(
十
二
･
三
〇
頃
)
-
内
ノ
萱
へ
急

戟
(
征
矢
教
諭
｡
十
五
･
三
〇
)
-
第
一
次
救
助
隊

出
動
(
十
六
･
三
〇
)
　
村
を
あ
げ
て
の
大
騒
ぎ
と

な
る
｡運

命
の
二
日
間
の
行
動
は
大
体
こ
の
よ
う
で
あ
る
｡

稜
線
へ
出
て
か
ら
の
猛
烈
を
暴
風
雨
(
出
発
前
に

測
候
所
へ
問
い
合
わ
せ
て
い
る
が
､
約
八
十
年
前
の

天
気
予
報
で
あ
る
-
)
や
予
期
せ
ぬ
山
小
屋
損
壊
(
千

見
は
行
わ
を
か
っ
た
こ
等
の
悪
条
件
が
重
在
り
､

が
の
赤
羽
校
長
の
力
を
も
っ
て
し
て
も
防
ぎ
切
れ
な

い
不
慮
の
事
故
と
在
っ
た
｡
登
山
を
取
り
止
め
た
り

前
日
~
劉
脚
ケ
麟
軸
轄
繚
騒
韓
3
.
5
6
.
:

V
i
.
伊
堀
中
鎌
拾
小
;
･
様
粧
-
]
櫓
の
証
肘
Ⅴ
作
況
講
の
･
;
I

●

l

●

t

､

●

-
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●

●

･

稚
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よ
ー
(
Ⅲ
て
い
よ
ノ
ー
悲
鳴
▼
死
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十
人
術
約
本
周

●

●

●

●

●

●

●

一
省
一
時
行
裾
不
明
･
,
ふ
っ
で
城
見
生
存
せ
る
も
の
i
ハ
名

▲
九
智
一
雄
諒
-

潮
水
細
組
の
簸

●

●

●

_

'

●

●

●

ヽ
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●

●

報
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t
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搾
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J
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I
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蒜
.
i
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議
I
j
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･
･
L
S
u
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･
t
i
"
標

-
へ
◆
5
･
e
S
I
t
動
は
t
t
l
･
-
t
j
動
い
て
競
U

鞠
醸
緯
酪
醒
時

雄
結
語
は
結
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駕
緋
灘
鷲
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嬉
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韻
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什
･
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t
o
捕
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絡
柄
を
持
寄
J
S
I
 
~
櫨
1
8
S
ヶ

C
の
購
t
l
J
i
-
f
O
f
j
i
t
a
M
糾
n
B
録
;
い

締
印
欄
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緬
他
士
族
雄

麟
鞘
灘
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一
天
輸
･
′
-
I

-
小
n
J
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鴨
●
一
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暮
e
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M
u
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劇
造
ル
需
滑
に
太
~
郎

な

鱈

九
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一

審

餅
3
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I
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博
宮
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地
主
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他
の

●

▲
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●
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′

　

　

　

l

　

′

●

　

●

●

●

i
t
h
M
T
か
●
く
す
肌
6
5
1
-
1
一

隊
に
l
,
h
l
L
鴨
場
へ
ひ
が
h

i
･
L
t
I
_
<
_
-
書
t
.
S
で
､
青
い

お
肌
芝
居
を
J
B
J
･
書
‥

u
O
Z
M
t
t
い
じ
暮
し
て
.
i

経
緯
織
豊

時
が
E
h
t
i
t
a
o
で
餅
っ
て
_
1
い
-
I

▲

イ

ー

l

　

=

･

種

･

黒

川

-

ノ

い

り

`

､

,

"

一

〝

　

,

.

I

i

.

I

J

.

"

1

-

祖
-
恵
〇
･
し
･
r
･
膏
･
,
雄
雄
緑
諜
鵠
棚
終
端
描
出
端
持
･
短
謹
締

.

I

-

-

●

'

ヽ

●

-

I

あ
る
の
で
つ
い
-
の
請
じ
`
さ
.
青
竜
-
.
:
:
･
i
J
･
.
喧
し
t
l
.
塞
:
･
隷
じ
雷
･
;
I
.
.
.
;
)
-
(
.
鶴
-
･
=
｡
=
r
･
蘭
S
J
f
S
g
可
.
I

｡
･
書
方
･
異
悲
惟
･
-
死
体
言
.
講
i
･
k
i
用
-
 
･
i
S
･
･
て
峠
-
､
喜
寿
･
 
･
･
S
J
･
 
=
〇
･
告
で
拷
常

磐
魚
篭
萌
羅
基
経
繭
絡
結
籍
緋
掴
緯
焼
離
.
 
e
･
i

L
,
～
.
 
･
･
･
･
私
･
胸
一
杯
に
･
･
･
L
:
…
い
諾
結
…
鵠
講
読
.
語
l
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も
の
r
菅
碑
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i
:
か
げ

●

.

1

ヽ
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｡
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u
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･
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ん
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千
.
t
B
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･
t
I
_
J
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篤
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･
X
.
-
i
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･
･
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･
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S
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･
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･
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一
▼
叛
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る
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･
S
J
j
i
i
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:
A
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i
j
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･
=
W
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附
C
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音
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は
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笈
高
萩
t
 
J
e
i
-
聞
c
t
f
l
映
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･
f
F
t
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･
-
`
雌

a
J
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調
子
t
･
 
-
i
e
小
冊
I
g
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を
u
り
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髄

〇
c
m
鴬
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青
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で
仕
れ
0
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い
i
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鰭物情ど山

途
中
で
引
き
返
す
こ
と
も
考
え
を
い
れ
け
で
は
な
か

っ
た
と
思
う
が
､
子
ど
も
た
ち
に
体
験
の
場
を
与
え

鍛
練
し
た
い
願
い
を
も
つ
赤
羽
校
長
の
方
針
は
､
退

.

.
さ
.
I
)
よ

却
を
潔
し
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

当
時
の
､
未
整
備
の
登
山
ル
ー
ト
や
木
材
を
組
み

立
て
た
た
け
で
あ
ろ
う
旧
式
の
山
小
屋
の
情
況
等
か

ら
推
察
す
る
に
､
こ
の
修
学
旅
行
登
山
の
実
施
に
あ

た
っ
て
､
赤
羽
校
長
は
自
ら
の
進
退
を
か
け
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
お
れ
る
｡
登
ら
な
い
の
か
安
全
で
'

あ

楽
で
､
保
身
に
も
な
る
｡
そ
れ
を
敢
え
て
子
ど
も
た

ち
を
高
山
に
挑
ま
せ
た
背
景
に
は
､
聖
職
に
生
き
る

赤
羽
校
長
の
教
育
費
･
情
熱
･
信
念
が
強
く
存
在
し

て
い
た
は
ず
で
あ
る
｡
無
為
か
ら
は
､
過
失
も
な
い

代
り
に
､
成
功
･
成
長
･
歓
喜
･
感
動
も
生
ま
れ
を

い
の
た
｡

も
う
一
つ
見
逃
せ
を
い
の
は
､
行
程
の
長
さ
､
さ

っ
さ
で
あ
る
｡
今
日
の
中
学
校
集
団
登
山
の
軽
く
二

倍
は
歩
い
て
い
よ
う
｡
食
料
も
衣
服
も
装
備
も
極
端

に
乏
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
あ
の
時
代
に
､
教
師
'
子

ど
も
た
ち
が
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

も
っ
て
い
た
の
か
､
た
た
鷲
-
の
み
｡
仮
に
今
､
当

時
の
食
料
'
装
備
で
箕
輪
町
か
ら
徒
歩
で
駒
ヶ
岳
に

登
っ
て
素
泊
り
で
粗
末
な
山
小
屋
に
泊
ま
り
'
翌
日

下
山
す
る
コ
ー
ス
を
考
え
て
み
た
と
き
'
進
ん
で
参

加
し
て
無
事
に
行
っ
て
来
ら
れ
る
校
長
･
教
諭
･
生

徒
は
そ
う
多
-
は
を
い
た
ろ
う
し
､
た
い
い
ち
希
望

者
が
現
れ
れ
ま
い
｡

5
`
こ
と
は

本
文
中
に
､
例
え
ば
次
の
よ
う
な
表
現
が
あ
り
参

考
に
な
る
｡

◎
｢
登
山
に
は
､
多
少
な
り
と
も
困
難
を
伴
う
も
の

だ
｡
困
難
を
乗
り
越
え
る
と
こ
ろ
に
登
山
の
意
味
が

あ
る
｡
困
難
が
を
け
れ
ば
鍛
練
の
意
味
が
な
い
｣

◎
赤
羽
長
重
の
趣
味
は
読
書
と
歩
-
こ
と
で
あ
る
｡

彼
は
毎
朝
一
時
間
半
の
散
歩
を
楽
し
ん
で
い
た
｡

◎
｢
高
い
山
は
ど
ん
を
日
で
も
風
は
吹
い
て
い
る

も
の
だ
｡
天
気
が
悪
く
在
っ
た
の
で
は
を
い
｡
こ
れ

が
当
り
前
を
の
た
｡
私
は
今
度
で
七
四
日
の
駒
ヶ
岳

登
山
だ
｡
安
心
し
て
つ
い
て
来
る
が
い
い
｣

⑥
赤
羽
は
自
分
の
上
衣
の
下
に
着
て
い
る
冬
シ
ャ

ッ
を
脱
い
で
'
寒
さ
に
震
え
て
い
る
平
井
に
着
せ
た
｡

胸
の
合
せ
目
や
ボ
タ
ン
の
穴
か
ら
寒
風
の
針
が
赤
羽

の
肌
を
刺
し
た
｡
や
が
て
二
人
の
最
期
の
と
き
が
き

た
｡

◎
｢
引
率
し
て
行
っ
た
生
徒
が
一
人
で
も
死
ん
だ

ら
'
私
の
主
人
も
生
き
て
は
い
ま
せ
ん
｡
生
き
て
帰

れ
る
あ
け
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
｡
主
人
は
間
違
い
を
く

死
ん
で
い
ま
す
｣

実
在
の
主
人
公
赤
羽
校
長
の
言
動
は
示
唆
に
富
ん

で
い
て
今
日
で
も
立
派
に
通
用
す
る
｡

自
分
の
衣
服
を
脱
い
で
傍
ら
の
生
徒
に
着
せ
､
や

が
て
二
人
し
て
最
期
の
と
き
を
迎
え
る
彼
の
行
動
は

ま
さ
に
聖
職
者
と
い
え
る
し
'
陰
で
彼
を
支
え
る
夫

人
の
こ
と
ば
も
天
っ
晴
と
い
う
ほ
か
は
合
い
｡

6
､
今
改
め
て
思
う
こ
と

大
正
二
年
と
い
う
遠
い
昔
(
?
)
に
実
際
に
起
き

た
事
故
を
､
山
の
作
家
ら
し
く
見
事
に
ま
と
め
上
げ

た
こ
の
作
品
に
出
会
っ
て
以
来
､
な
ぜ
か
心
魅
か
れ
､

四
年
前
の
秋
と
今
年
の
七
月
､
内
ノ
萱
か
ら
同
じ
コ

ー
ス
を
歩
い
て
み
た
｡
歩
き
な
が
ら
一
人
で
物
思
い

に
ふ
け
っ
た
り
､
リ
ュ
ッ
ク
か
ら
本
を
出
し
て
読
み

を
が
ら
歩
い
て
み
た
り
へ
　
｢
追
体
験
｣
の
登
山
も
な

か
を
か
味
わ
い
深
い
も
の
が
あ
っ
た
｡

さ
て
､
最
初
に
記
し
た
｢
碑
の
ナ
ゾ
｣
に
つ
い
て
､

か
い
つ
ま
ん
で
い
え
ば
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
在
ろ
う

か
｡

-
上
伊
那
教
育
会
と
し
て
､
遭
難
事
故
は
遺
憾
こ

の
上
を
い
と
考
え
る
が
'
赤
羽
校
長
が
自
ら
の
身
を

滅
ぼ
し
て
ま
で
実
践
さ
れ
た
修
学
旅
行
登
山
並
び
に

遭
難
発
生
の
際
の
殉
職
者
的
行
動
ま
で
を
否
定
す
る

も
の
で
は
な
-
､
逆
に
高
く
評
価
し
て
､
後
世
へ
の

警
鐘
･
教
訓
と
し
た
い
｡
結
果
的
に
は
遭
難
を
発
生

せ
し
め
た
が
､
赤
羽
校
長
の
方
針
･
登
山
の
精
神
は

教
育
会
と
し
て
受
け
継
い
で
い
く
所
存
で
あ
る
｡

参
加
募
集
に
進
ん
で
応
じ
て
困
難
を
山
行
に
挑
戦

し
､
自
ら
を
鍛
練
し
ょ
う
と
し
た
け
な
げ
な
る
子
ど

も
た
ち
に
も
､
共
残
暑
と
し
て
､
深
甚
な
る
敬
意
を

表
し
た
い
-
｡

石
工
が
相
当
の
日
数
を
か
け
て
懸
命
に
彫
り
刻
ん

だ
姿
も
思
い
出
さ
れ
て
､
碑
文
は
こ
う
我
々
に
語
り

か
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
し
､
事
実
十
二
年
後
に
は
登

山
は
再
開
さ
れ
､
今
日
ま
で
脈
々
と
続
い
て
い
る
｡

あ
の
事
故
か
ら
八
十
年
近
く
を
経
過
し
た
今
日
､

集
団
登
山
･
遠
足
･
キ
ャ
ン
プ
等
の
野
外
活
動
は
弱

体
化
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
､
い
る
と
す
れ
ば
原
因

は
何
か
｡
ま
た
へ
　
｢
こ
の
案
の
実
施
を
諸
君
に
宣
言

す
る
｣
く
ら
い
の
､
己
れ
の
身
命
を
か
け
る
ほ
ど
の

強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
､
い
ず
こ
に
か
､
あ
る

の
か
な
い
の
か
｡
そ
し
て
､
一
校
の
事
故
を
'
郡
教

育
会
が
責
任
を
負
う
ほ
ど
の
連
帯
感
が
'
今
も
残
っ

て
い
る
の
か
､
い
な
い
の
か
-
｡

『
聖
職
の
碑
』
を
読
み
な
が
ら
､
歩
き
を
が
ら
､

あ
れ
や
こ
れ
や
思
い
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
の
多
い
昨
今

で
あ
る
｡

(
元
長
野
県
山
岳
総
合
セ
ン
タ
ー
専
門
主
事

晩
飯
闇
市
期
中
学
校
教
諭
)

博
物
館
だ
よ
り

絵
画
の
寄
贈

大
町
市
内
'
東
山
の
鍵
に
も
居
を
構
え
て
お
ら
れ

る
画
家
､
中
川
力
先
生
か
ら
油
絵
(
左
写
真
)
を
ご

寄
贈
い
た
だ
き
､
現
在
I
F
ホ
ー
ル
に
展
示
中
で
す
｡

※
本
紙
第
3
2
号
巻
9
号
に
中
川
先
生
の
記
事
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
｡

秋
の
草
花
と
キ
ノ
コ
展
(
於
講
堂
･
入
場
無
料
)

恒
例
の
本
展
は
9
月
5
0
ロ
ー
1
0
月
4
日
の
間
開
催
｡

1
0
月
2
日
に
は
キ
ノ
コ
鑑
定
会
と
友
の
会
の
キ
ノ

コ
学
習
会
も
開
催
し
ま
す
｡

山

と

博

物

館
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